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 寒い日が続きますが、みなさま、いかが

お過ごしでしょうか。 

 今年の元旦は快晴の天気となりきれいな

初日の出を見ることができました。自然と

凛とした厳かな気持ちになりました。 

 

 さて、年頭の言葉として甲斐和里子さん

の歌を掲示板に掲げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お念仏を日々称えて、仏さまの清らかな

心を通わせることで、すがすがしく毎日を

送るようにしたいものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 冬が寒いからこそ、春が待ち遠しく思え

ます。〝冬来たりなば春遠からじ〟という

言葉は、寒い季節にじっと耐えて春を待つ

心持ちを表したものですが、人生の困難な

状況を冬に置き換えて考えることもできる

のではないでしょうか。今が厳しい冬だと

しても、春はもうすぐ巡ってきます。 

 インフルエンザが流行し始めているよう

です。みなさまにおかれましては、どうぞ

お大事にお過ごしください。 

 

冬 来 た り な ば 春 遠 か ら じ 
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初日の出（多摩川河川敷にて） 
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 去る 11 月 10 日、大切にしている行事の

一つである「報恩講」をお勤めし、多くの

方にご参拝いただきました。約 750 年前に

往生された親鸞聖を偲び、念仏の道を明ら

かにしてくださったご恩に報いる法要です。 

 

 芝組の僧侶 8 名にも出仕していただき、

前住職と住職も揃ってお勤めしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 法要に続いて成田善真師（横浜・善行寺）

の法話を聴聞しました。私のいのち全体が

丸ごと支えられていたと気づけた時の転換

と大きな安心についてご自身のエピソード

を通して聴かせていただきました。 

 

 法話の後、車座になってそれぞれの率直

な感想を伝えていただきました。 

 

 

 

 

 

 「和顔愛語」は、おだやかな笑顔と愛情のこもったやさしい言葉が、接する人の心に

ぬくもりを与えてくれます、という仏さまのお徳を示す言葉です。 

 私たちは仏さまの教えに触れることによって正しい道を知ることができます。たとえ

真似事と言われようとも、仏さまのお徳を志して生きる人へと育てられていくのです。 

 大切な人がふさぎ込んでいる時に「和顔愛語」で接して、その人がおだやかな笑顔と

やさしい言葉を取り戻すことができたら嬉しいですよね。 

安楽寺報恩講をお勤めしました  

和顔愛語 

【知っていただきたいお経の言葉】 

おだやかな顔とやさしい言葉 

『仏説無量寿経』 

わ げ ん      あ い ご 

ほ う お ん こ う 
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 年回法要は亡き人のご命日を縁として、

お勤めする「仏法の行事」です。思い出や

ご遺徳を偲ぶとともに、生きている私たち

が自らのいのちに思いを巡らせ、心静かに

仏法を聴かせていただく場です。 

 最近は家族や親戚で集まることが難しく

なってきているようなので、ご法事は貴重

な機会だと思っています。より多くのみな

さまでお参りくださればと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 門信徒のみなさまには約 2 カ月前に連絡

しています。今年が年回法要に当たる方は

ぜひご予定に入れておいてください。 

 

 

 

 

年回法要(法事)のご案内 

晴れ渡った冬の空は 

透き通った青でした 

≪季節の想い出≫ 

本堂で集合写真！ 

安楽寺の本堂で法要を勤めた後に、一緒にお参り 

された方々の集合写真を撮らせていただき、その日 

のうちにプリントしてお渡ししています。 

安楽寺には 30 年来の記録写真がご家族別に保管 

してあり、ご法事の際に見るのを楽しみに来られる 

方もいらっしゃり、当時を懐かしみながら思い出話 

に花を咲かせることがしばしばあります。 

（12 月） 

（1 月） 

（11 月） 

東京タワー周辺 

と芝公園にて 
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 築地本願寺の境内地、本堂に向かって左手にインフォメーションセンターと合同墓が完成

しました。インフォメーションセンター内には、築地本願寺カフェや仏教書を取りそろえた

ブックセンター、オフィシャルショップがあります。参拝前後の待ち合わせや休憩にご利用

いただけます。 

 新たなご縁づくりを目指す「ひらかれたお寺」としての取り組みと聞いています。伝統を

守りつつ新しいことに挑戦する姿勢を安楽寺も見習っていきたいと思っています。 

月々の言葉 ～安楽寺 伝道掲示板から～ 

 お寺の入り口の伝道掲示板に、その時々の言葉を掲げています。 

   2017年 11月        2017年 12 月         2018年 1月 

「定例法話会」の今後の予定（毎月第３日曜日 午後２時～） 
伝道掲示板の言葉をもとにお話させていただきます。いつでもご参加ください。 

１月２１日(日) ２月１８日(日)  ３月１８日(日) 

「築地本願寺」の境内地に新しくお洒落なカフェと合同墓ができました 

築地本願寺カフェ（インフォメーションセンター内） 

インフォメーションセンター 

ライトアップされた本堂 

合同墓はインフォメーションセンターの隣です 

（筆：前住職） 


